
補助事業番号 2024M-167 

補助事業者名 社会福祉法人丹穂会福寿荘 

 

１ 補助事業の概要 

JKA機械振興補助事業（福祉機器・医療機械の整備）によりアマノ製特殊浴槽マリンコート

リモを導入した。特殊浴槽を2台体制で運用することができ、高介護度の入所者が入浴待ち

時間を削減して入浴時間を効率よく使用でき、介助者の負担の低減、入浴者の入浴満足度の

向上を目標としている。 

 

２ 予想される事業実施効果 

① 入浴待ち時間の削減、今までは特殊浴槽が1台であったため入浴するまでの待ち時間

が多く利用者にゆとりのある入浴ができなかった。2代体制で入浴中に次の入浴準備

が行えるため入浴待ち時間を少なくできる。 

② コンパクト電動担架は上下動が可能で浴槽縁の高さまで入所者を持ち上げることが

でき、移乗等の介護負担の軽減ができ、移乗のスピードアップ、安全性の向上、介護

職員の負担軽減が期待できる。 

 

３ 本事業により導入した機器 

特殊浴槽  ( https://www.tansuikai.or.jp/news/564/ ) 

 

・アマノ製特殊浴槽マリンコートリモSB7000RC薬液タイプは特殊浴槽本体（2280×978

×705～1005）で浴槽が上昇すると共に担架が下降するダブルアクション機能により介

助者にストレス感じさせず、自然な態勢で介助できるよう浴槽縁を93CMにすることで、

どの場所からでも介助しやすい浴槽高を実現している。 

 

・フラット担架（1900×650×451）は一般的な搬送用ストレッチャーであれば横づけ可

能で当施設のストレッチャーにも適合している。また、フルフラットにすることができ

ストレッチャーからの移乗もしやすい担架となっている。 

 

・電動コンパクトストレッチャー（1113×743×375～680）は、本体のダブルアクショ

ン機能を最大限に活かすことができ、担架を浴槽へスライドした後場所を取らないよう

省スペース設計となっている。特殊浴槽を2台並列に並べて入浴を行っている為、省ス

ペースは介助の導線を邪魔することが無く介助者の負担を軽減している。 

https://www.tansuikai.or.jp/news/564/


設置場所：【特別養護老人ホーム福寿荘】 

機器の写真    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

     

     

     

    

     

 

補助標識が分かる写真       建物入り口付近の写真 

  

  

 

  



②本事業に係る印刷物等 

広報誌「丹穂」（第28号に掲載予定 令和7年9月発行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会法人丹穂会（シャカイフクシホウジンタンスイカイ） 

住  所： 〒437-1217 

静岡県磐田市宇兵衛新田187 

代 表 者： 役職名 理事長 匂阪恭子（サギサカキョウコ） 

担当部署： 福寿荘（フクジュソウ） 

担当者名： 役職名 事務長 寺田行宏（テラダユキヒロ） 

電話番号： 0538-58-3111 

F  A  X： 0538-58-3112 

E - m a i l： LEU00733@nifty.com 

U R L： https://www.tansuikai.or.jp/ 

 

 

https://www.tansuikai.or.jp/

